
誤

使

用

誤

使

用

誤

使

用

誤

使

用

に

よ

る

に

よ

る

に

よ

る

に

よ

る

非

重

大

事

故

増

非

重

大

事

故

増

非

重

大

事

故

増

非

重

大

事

故

増    

 

私

達

の

毎

日

の

暮

ら

し

に

欠

か

せ

な

い

ガ

ス

は

一

歩

使

い

方

を

間

違

う

と

一

酸

化

中

毒

や

火

災

な

ど

の

ガ

ス

事

故

を

起

こ

し

、

命

に

関

わ

る

重

大

事

故

に

至

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

ガ

ス

を

安

全

・

快

適

に

使

う

為

の

正

し

い

使

い

方

や

安

全

対

策

を

知

っ

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

 

 

全

国

の

ガ

ス

利

用

世

帯

は

都

市

ガ

ス

が

約

２

９

０

０

万

世

帯

、

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

が

約

２

４

０

０

万

世

帯

で

、

一

般

家

庭

で

は

調

理

、

給

湯

、

暖

房

な

ど

に

幅

広

く

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

中

、

利

用

者

の

誤

使

用

な

ど

に

よ

る

非

重

大

事

故

の

件

数

が

増

え

て

い

ま

す

。
 

６６６６

つ

の

チ

ェ

ッ

ク

ポ

イ

ン

ト

つ

の

チ

ェ

ッ

ク

ポ

イ

ン

ト

つ

の

チ

ェ

ッ

ク

ポ

イ

ン

ト

つ

の

チ

ェ

ッ

ク

ポ

イ

ン

ト    

 

日

頃

の

暮

ら

し

で

は

次

の

よ

う

な

こ

と

に

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

 

①

ガ

ス

機

器

を

使

う

時

は

必

ず

換

気

を

＝

締

め

切

っ

た

部

屋

で

ガ

ス

 

機

器

を

使

用

す

る

と

一

酸

化

炭

素

が

発

生

し

ま

す

。

②

万

一

の

ガ

ス

漏

れ

な

ど

を

知

る

た

め

に

警

報

器

の

取

り

付

け

を

＝

ガ

ス

だ

け

で

な

く

、

一

酸

化

炭

素

や

火

災

に

よ

る

熱

を

知

ら

せ

る

タ

イ

プ

も

あ

り

ま

す

。

③

ガ

ス

機

器

の

接

続

は

、

形

状

に

合

っ

た

適

切

な

接

続

具

を

＝

正

し

く

接

続

し

な

い

と

火

災

や

爆

発

を

引

き

起

こ

し

ま

す

。

④

使

用

し

て

い

な

い

ガ

ス

栓

の

誤

開

放

に

ご

注

意

を

＝

専

用

の

キ

ャ

ッ

プ

か

カ

バ

ー

を

し

て

ガ

ス

漏

れ

を

防

ぎ

ま

し

ょ

う

。

⑤

日

ご

ろ

か

ら

ガ

ス

機

器

、

換

気

設

備

の

定

期

的

な

清

掃

・

メ

ン

テ

ン

ナ

ン

ス

を

＝

バ

ー

ナ

ー

部

分

や

フ

ィ

ル

タ

ー

な

ど

は

こ

ま

め

に

掃

除

を

し

ま

し

ょ

う

。

 

⑥

古

い

ガ

ス

機

器

は

安

全

型

ガ

ス

機

器

へ

の

早

め

の

交

換

を

＝

部

品

が

劣

化

し

て

火

災

や

事

故

の

原

因

に

な

り

ま

す

。

 

機

器

機

器

機

器

機

器

にににに

施施施施

さ

れ

た

さ

れ

た

さ

れ

た

さ

れ

た

改

善

策

改

善

策

改

善

策

改

善

策    

 

最

近

で

は

、

ガ

ス

を

安

全

に

使

え

る

よ

う

、

安

全

型

ガ

ス

機

器

が

開

発

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

例

え

ば

、

ガ

ス

コ

ン

ロ

は

２

０

０

８

年

４

月

か

ら

「

調

理

油

（

天

ぷ

ら

油

）

過

熱

防

止

装

置

」

「

立

ち

消

え

安

全

装

置

」

と

い

っ

た

安

全

機

能

が

標

準

搭

載

さ

れ

、

同

年

１

０

月

か

ら

は

法

律

で

安

全

機

能

の

搭

載

が

義

務

づ

け

ら

れ

ま

し

た

。

キ

ッ

チ

ン

や

風

呂

な

ど

で

用

い

ら

れ

る

給

湯

器

に

つ

い

て

も

、

誤

使

用

や

故

障

が

あ

っ

た

場

合

は

常

に

「

安

全

側

」

へ

動

作

す

る

機

器

が

商

品

化

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

機

械

や

道

具

は

使

い

続

け

れ

ば

古

く

な

り

劣

化

し

ま

す

。

古

い

設

備

や

機

器

は

、

な

る

べ

く

早

め

に

安

全

性

を

高

め

た

新

し

い

も

の

に

交

換

す

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

 

 



 

か

ぜ

は

、

い

ろ

い

ろ

な

原

因

で

起

こ

る

呼

吸

器

の

急

性

炎

症

性

の

病

気

を

総

称

し

た

も

の

で

、

正

確

に

は

「

か

ぜ

症

候

群

」

と

呼

ば

れ

ま

す

。

日

常

的

な

病

気

で

あ

る

た

め

、

大

抵

は

自

己

判

断

で

市

販

薬

を

飲

ん

で

済

ま

せ

る

こ

と

が

多

い

よ

う

で

す

。

 

●●●●

４４４４

つ

の

つ

の

つ

の

つ

の

要

素

要

素

要

素

要

素

がががが

絡絡絡絡

みみみみ

合合合合

うううう    

 

か

ぜ

は

多

く

の

場

合

①

寒

さ

・

暑

さ

な

ど

の

温

度

変

化

②

ウ

イ

ル

ス

③

睡

眠

④

栄

養

―

―

と

い

う

４

つ

の

要

素

が

互

い

に

絡

み

合

っ

て

起

こ

り

ま

す

。

睡

眠

不

足

に

寒

さ

が

重

な

り

、

ウ

イ

ル

ス

に

感

染

し

て

発

症

す

る

の

が

典

型

例

。

か

か

っ

た

ら

無

理

を

せ

ず

、

早

め

の

治

療

を

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

 

 

か

ぜ

の

ウ

イ

ル

ス

に

は

多

く

の

種

類

と

型

が

あ

り

ま

す

。

１

回

か

ぜ

に

か

か

っ

て

免

疫

が

で

き

て

も

繰

り

返

し

か

か

る

の

は

違

う

ウ

イ

ル

ス

に

感

染

す

る

た

め

で

す

。

 

●●●●

や

は

り

や

は

り

や

は

り

や

は

り

、、、、

か

ぜ

は

か

ぜ

は

か

ぜ

は

か

ぜ

は

万

病

万

病

万

病

万

病

のののの

元元元元    

 

か

ぜ

の

さ

ま

ざ

ま

な

症

状

は

呼

吸

器

の

ど

こ

に

ウ

イ

ル

ス

が

感

染

し

て

い

る

か

に

関

係

し

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、

鼻

の

粘

膜

で

増

殖

す

る

と

、

く

し

ゃ

み

、

鼻

水

、

鼻

づ

ま

り

を

引

き

起

こ

し

ま

す

。

同

様

に

の

ど

の

粘

膜

の

炎

症

は

の

ど

の

痛

み

、

気

管

支

や

肺

の

炎

症

は

咳

や

痰

を

招

き

ま

す

。

ま

た

、

ウ

イ

ル

ス

に

対

す

る

全

身

反

応

と

し

て

、

発

熱

や

倦

怠

感

、

食

欲

不

振

な

ど

が

現

れ

ま

す

。

 

 

か

ぜ

が

引

き

金

に

な

っ

て

余

病

が

起

こ

る

と

高

齢

者

や

乳

幼

児

、

慢

性

疾

患

が

あ

る

人

は

重

大

な

結

果

を

招

く

場

合

が

あ

り

ま

す

。

ま

さ

に

「

か

ぜ

は

万

病

の

元

」

と

い

わ

れ

る

と

お

り

で

す

。

 

●●●●

規

則

正

規

則

正

規

則

正

規

則

正

し

い

し

い

し

い

し

い

食

事

食

事

食

事

食

事

とととと

休

息

休

息

休

息

休

息

をををを    

 

か

ぜ

の

治

療

は

安

静

に

し

て

体

の

回

復

力

を

高

め

る

の

が

基

本

で

す

。

特

に

、

熱

が

あ

る

と

き

は

、

で

き

る

だ

け

休

養

を

と

る

よ

う

に

し

ま

す

。

引

き

始

め

は

温

か

く

し

て

入

浴

は

控

え

、

睡

眠

を

十

分

に

。

室

温

は

１

８

～

２

０

℃

を

保

ち

、

加

湿

器

で

乾

燥

を

防

ぎ

ま

す

。

 

 
か

ぜ

の

予

防

は

食

事

・

睡

眠

・

仕

事

と

い

っ

た

毎

日

の

生

活

リ

ズ

ム

を

で

き

る

だ

け

規

則

正

し

く

守

る

こ

と

が

大

切

で

す

。 

 

■鉄鍋・鉄フライパン＝鉄が熱で変形する性質を利用して、楽

に焦げを落とすことができます。10 分ほどからだきし、冷たい

水につけると自然に焦げがはがれてくるので、木ベラなどでこ

すり落とします。水けをよくきって全体に薄く食用油を塗って

おけばサビ予防になります。ただし、たまにしか使わない場合

は油が酸化する可能性があるので注意しましょう。 

■表面加工フライパン＝フライパンで塩を炒（い）ることで焦

げ付きがはがしやすくなります。ただし、金属製のヘラやフラ

イ返しなどは決して使わないようにしましょう。また強火で熱

し続けるとコーティングの耐熱温度を超えて、こびりつきを防

ぐフッ素樹脂の性能が損なわれるので気をつけましょう。 



 中華料理というより、

すっかり日本の家庭料理

の定番メニューとして好

まれているチャーハン。

中華料理店ほどの火力が

ない一般家庭でおいしく

つくるためには、とにか

くスピードとタイミング

が勝負です。特に、パラ

リとしたご飯の食感をど

う引き出すかが腕の見せ

所。誰でも簡単に間違い

なくできるプロ顔負けの

ポイントを交えてその技

をご紹介しましょう。 

①材料はすべてみじん切りにする。 

②煙が立たない程度にフライパン

の余熱をしっかり保っておく。 

③フライパンが熱くなったらサラ

ダ油を加え、卵だけ最初に炒める。

ふんわりしたところで取り出して

おき、他の具を順に炒める。ここで

しっかり味つけしてしまうのが、お

いしく仕上げるポイント。ご飯を加えてからだと全体に均一に味

がつきづらい。 

④ご飯を加えたら水分が飛ぶよう、木ベラで切るようにほぐす。

フライパンを時々ゆすりながら炒める。パラリと仕上げるために

は強火で一気に炒めるのがコツ。 

⑤③の卵を最後に加え、ごま油をまわしかける。 

【ワンポイント】チャーハンに使うご飯は、炊き立てだとベタつ

いて炒めにくく、冷たいとほぐれにくい上にかたまりがち。理想

は人肌くらいの温度。炊き立ての場合は冷まして。残りご飯の場

合は電子レンジで温める。 

 

・ハム………………………6枚 

・しいたけ…………………4枚 

・長ねぎ…………………2/3本 

・卵…………………………4個 

・ご飯………………茶碗4杯分 

 

・サラダ油…………… 大さじ4 

・塩…………………… 小さじ1 

・こしょう…………………適量 

・しょうゆ…………………少々 

・ごま油……………………少々 

 

【４人分】 

 うまく使えばメイクを引き立ててくれるのに、どうしてもくず

れがちなファンデーション。くずれの原因は毛穴から出る皮脂と

肌の乾燥です。ファンデーションは肌が油っぽくなるとくずれや

すく、乾燥し始めるとノリが悪くなります。化粧持ちが悪いとい

う人は、このどちらかが原因になっているはずです。 

 乾燥しやすい部分はファンデを塗る前に保湿系の化粧水や乳

液でしっとり感を与えておきましょう。反対に油っぽい部分は収

れん化粧水で毛穴を引き締めておくことが大切です。これらをし

っかりやっていれば、くずれの原因である皮脂や乾燥が抑えら

れ、化粧持ちがとてもよくなります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

すぐに帰るつもりで訪問したのに「夕食を用意しましたので

どうぞご一緒に」などと誘われることがあります。しかし、最

初から夕食をいただく約束でなかった場合は断っても構いませ

ん。そのときには、理由をなるべく明快にするのがコツです。 

「今日は主人が早く帰ってくるので」「子どもを迎えに行く時

間ですので」「○時からお稽古事がありますので」など、やむを

得ないような事情のほうが相手も納得してくれるはずです。こ

のようなことを避けるためにも、訪問の時間は昼食が終わった 2

時ごろが適当です。特にその後に予定がある場合には、約束す

るときに「夕方前にはおいとまいたします」「玄関先で失礼いた

します」などとあらかじめ言っておくのもよいでしょう。 

 

●発 行：株式会社なごみ建築工房 

●担 当：小林 哲也 

●住 所：〒631-0846 

奈良市平松５丁目１３番１号 

●ﾌﾘｰｺｰﾙ：0800-111-0753 

●ＴＥＬ：0742-31-6780 

●ＦＡＸ：0742-31-1269 

●ＵＲＬ：http:// www.nagomikenchikukoubou.jp 

●e-mail：info@nagomikenchikukoubou.jp 

 

～定期メンテナンスのご案内～～定期メンテナンスのご案内～～定期メンテナンスのご案内～～定期メンテナンスのご案内～    

 工事後、不具合または気になる箇所はございませんか？ 

不具合箇所や気になる事、相談したい事がございましたら 

 フリーコール 0800080008000800----111111111111----0753075307530753 までお気軽にご連絡ください。 

日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして誠に日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして誠に日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして誠に日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして誠に    

ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。    

すまいる通信を発行させて頂きこの 2 月号で、丸 2 年を迎え

る事が出来ました。楽しみに待っていて下さる方々に対して心

から感謝しております。 

これからも何卒よろしくお願い致します。 

住宅エコポイント復活が決定致しましたので、詳細決まってい

ない部分はありますが、興味のある方は是非お問合せ下さい。 

窓の断熱改修（必須工事）＋バリアフリー改修＋エコ住宅設備

の設置等（太陽熱利用システム、高断熱浴槽、節水型トイレ） 

の工事に適応されます。 


